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　次のとおり市民説明会を開催します。事前の申し込みは不要です。
　皆さんの参加をお待ちしています。

日時 場所（所在地） 定員
11/７㈫14時半～16時 プラザおでって（中ノ橋通一） 150人
11/11㈯10時半～12時 市総合プール（本宮五） 60人
11/12㈰15時～16時半 市役所都南分庁舎 100人
11/19㈰14時～15時半 渋民公民館（渋民字鶴塚） 200人

市庁舎整備に関するこれまでの経過市庁舎整備に関するこれまでの経過

※�いずれも先着順。開始時間の30分前に開場します
※各施設の駐車場には限りがありますので、公共交通機関のご利用にご協力をお願いします

現庁舎の現状と課題現庁舎の現状と課題

・施設の老朽化、狭小、分散　・防災機能の懸念　・駐車場不足
・ユニバーサルデザインへの対応　・庁舎の維持管理経費　�など

盛岡市の
盛岡市の新しい市庁舎新しい市庁舎の整備について

の整備について

新市庁舎整備の詳細について
はこちら▶
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ご意見ご意見
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んの
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んのご意見をお聴かせください
をお聴かせください

　新市庁舎整備に関するこれまでの検討経過、新市庁舎整備審議会での
調査審議状況などを説明し、参加された皆さんのご意見をお聴きしま
す。いただいたご意見は新市庁舎整備審議会に報告し、引き続き基本構
想の策定に向け、検討を進めていきます。

日 時
場 所
定 員

内 容

現状と課題

現在や将来想定され
る課題を整理します

基本理念・方針

新市庁舎のあるべき
姿・整備にあたって
の方向性を示します

機能・規模

想定される機能や規
模を整理します

整備エリア

内丸、盛岡駅西、盛
南の３つのエリアを
中心に比較検討し、
選定します

事業費・事業手法

想定される事業費や
選択可能な事業手法
について整理します

整備スケジュール

基本構想策定後のス
ケジュールについて
整理します

基本構想の内容（予定）基本構想の内容（予定）

対 象
市内在住または市
内に通勤・通学を
している人

　令和５年４月に設置した市の付属機関で、知識経験者、公共団
体からの推薦者、公募した市民の13人から構成されています。
　新市庁舎に関する事柄について調査審議することを目的とし
て、現在は「盛岡市新市庁舎整備基本構想」について協議を進め
ています。これまでに４回の審議会を開催し、基本構想の内容に
ついて検討を進めてきました。

新市庁舎整備審議会とは新市庁舎整備審議会とは

　新市庁舎の整備に関する基本的な事項を明確にするもので、整
備エリアの選定も予定しています。現市庁舎の現状と課題を整理
した上で、新市庁舎の基本理念・方針のほか、想定される機能・
規模、事業費・事業手法などを示すものです。
　基本構想は、パブリックコメントにより市民の皆さんのご意見
を伺った上で策定します。

新市庁舎整備基本構想とは新市庁舎整備基本構想とは

　選定された整備エリアの中で、建設用地を絞り込んでいきま
す。また、用地の場所や広さに応じて、新市庁舎の具体的な機能
や設備を検討・整理した「基本計画」を策定します。その後、基
本計画に基づき、設計や工事を進めていきます。

基本構想の策定後は基本構想の策定後は

　市は新たな市庁舎の整備について検討を進めています。令
和５年４月には、有識者や公募委員で構成する「新市庁舎整備
審議会」を設置し、新たな市庁舎整備の基本的な考え方を示
す「盛岡市新市庁舎整備基本構想」について、調査審議してい
ます。
　この基本構想の策定に向け、新市庁舎整備について多くの
市民の皆さんに知ってもらい、ご意見を伺うため、市民説明会
を開催します。
【問】新市庁舎整備室☎601-6733　【広報ＩＤ】1045118

昭和37年10月 本庁舎本館竣工
以降、愛宕町・若園町・本庁舎別館・肴町・保健
所・内丸の各分庁舎を設置
※肴町分庁舎は令和３年度に廃止

平成４年４月 盛岡市・都南村合併

平成18年１月 盛岡市・玉山村合併

平成22～25年 本庁舎耐震補強改修工事を実施

平成30年11月 若手職員によるワーキンググループを発足

令和２年２月 ワーキンググループによる検討結果の取りま
とめ

　　　　８月 職員で構成する「新市庁舎構想検討会議」を
設置

令和４年２月 上記検討会議が「報告書」を作成

　　　　７月～ 「新市庁舎のあり方に関する市民会議」およ
び「新市庁舎のあり方に関する有識者等懇話
会」での意見交換

令和５年２月 有識者等懇話会が市長に「意見書」を提出

　　　　４月 「新市庁舎整備審議会」設置

・

・

いざという時のために知っておきたい

成年後見制度
成年後見制度は、認知症や障がいなどにより認知機能
や判断能力が十分でない人を支援するための制度です。
「難しそう」「自分には関係がない」と思いがちですが、
同制度を知っておくことで、いざという時に大切な人や
あなた自身の権利や財産を守ることができます。
【問】長寿社会課☎613-8144　【広報ＩＤ】1006415

こんなときは成年後見制度の利用を

高齢の母が通帳
や印鑑を度々な
くしてしまい、
困っている。

遠方に暮らす父
が、悪質業者に
だまされそうに
なった。今後が
心配。

知的障がいのあ
る子どもが安心
して生活できる
よう、支援して
ほしい。

自分がもし将来
認知症になった
ときは、信頼で
きる人に支えて
ほしい。

●�福祉・介護サービスの手続きや契約
●�保険料や税金の支払い　●�預貯金の出し入れ
●�入院や施設入所の手続き��●�不利益な契約の取り消し　など

家庭裁判所によって成年後見人などが選ばれる制度で、本
人の判断能力に応じて「補助」「保佐」「後見」の３つの制
度が用意されています。

▶後見人として選ばれる人：主に親族や専門職（弁護士、司
法書士、社会福祉士）など

▶対象：判断能力が不十分な人

判断能力が不十分になった場合に備えて、あらかじめ本人
が後見人を選び、代わりにしてもらいたいことを契約（任意
後見契約）で決めておく制度です。

▶後見人として選ばれる人：親族や友人など、本人が希望する人

▶対象：判断能力が十分にある人

成年後見制度には、大きく分けると次の２つがあります。

法定後見制度と任意後見制度のどちらも家庭裁判所での申し立て
が必要です。任意後見制度の場合、事前に公証役場で任意後見契約
を結ぶ必要があります。また、制度の利用にあたり、後見人などへ
の報酬の支払いが必要となる場合があります。手続きに不安がある
人は、盛岡広域成年後見センターにご相談ください。
同センターでは、成年後見制度を必要とする人が適切に利用でき
るよう、制度に関する相談の受け付けや利用のお手伝い、成年後見
人の育成などを行っています。「成年後見制度を利用するための具

法定後見制度

任意後見制度

【本人】Bさん：認知症がある90代女性
【申立人】Bさんの亡くなった夫の妹
Bさんは夫と２人暮らしでしたが、夫が他界し、その後は夫の妹
夫婦がBさんの世話をしていました。しかし、夫の妹夫婦も高齢で
あるため、成年後見人制度を利用。
親族で後見人になる人がおらず、家庭裁判所に一任したところ、市
民後見人※と司法書士の複数後見という形で後見人が選任されました。

事例２

成年後見人ができること

〠020-0022�大通一丁目１-16岩手教育会館２階
☎626-6112　ファクス656-0612
窓口開設時間：平日８時半～17時半※窓口での相談は要予約

成年後見制度の種類

成年後見制度の活用事例

成年後見制度を利用するには

気がかりだった相続手続きや入所
施設との対応などを後見人に引き継
ぐことができ、助かりました！

申立人申立人

【本人】Aさん：知的障がいがある40代男性
【申立人】Aさんの母
Aさんの金銭管理や各種手続きは長年母親が行っていましたが、
高齢になり手続きが大変なため、成年後見制度を利用しました。
後見人は家庭裁判所に一任しましたが、Aさんのことをよく理解
し寄り添ってくれる人を選任してほしいと希望し、その結果、経験
豊富な社会福祉士が後見人に選任されました。

事例１

申立人申立人

手続きなど難しい部分を後見人にお任せすること
で、負担が軽減し、今までより丁寧に本人と接するこ
とができるようになりました！

盛岡広域成年後見センター 【広報ＩＤ】1030209

体的な手続きについて聞きたい」「市民後見人として活動してみた
い」など、気軽にお問い合わせください。

POINT POINT

後見人の役割は、手続きや契約、財産に関することなどに
限られますが、制度を利用することで、親族などが本人の
身の回りの世話などに専念できるといったメリットがあり
ます。

後見人は1人とは限らず、専門職と親族、市民後見人など
が複数人選任�される場合があります。市民後見人は、地
域住民の立場から身近に寄り添った支援が期待できるなど、
新たな後見人の担い手として重要性が高まっています。

成年後見人ができないこと
●�掃除や料理などの家事　●�買い物の代行　●�介護　など

※市民後見人：
後見人養成講座の
修了者などから選
ばれる一般市民


